
　   

司法修習生に関する規則及び司法修習生の修習資金の貸与等に関する規則 

の一部を改正する規則（案） 

 

 

 

 

 

※ 本案は，現時点で検討中のもので，内容の細部及び表現については，今後も変

更がありうるものである。 

 



（
平
成
二
九
・

・

人
総
印
）

最
高
裁
判
所
規
則
第

号

司
法
修
習
生
に
関
す
る
規
則
及
び
司
法
修
習
生
の
修
習
資
金
の
貸
与
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
司
法
修
習
生
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

司
法
修
習
生
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
裁
判
所
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
」
を
加

え
、
「
以
下
委
員
会
」
を
「
以
下
「
委
員
会
」
」
に
改
め
る
。

「
第
四
章

罷
免
」
を
「
第
四
章

罷
免
等
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
及
び
第
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
七
条

法
第
六
十
八
条
第
一
項
の
最
高
裁
判
所
の
定
め
る
事
由
は
、
次
に
掲
げ
る
事
由
と
す
る
。

一

成
績
不
良
又
は
心
身
の
故
障
に
よ
り
、
修
習
を
継
続
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
。

二

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
き
。

三

後
見
開
始
又
は
保
佐
開
始
の
審
判
を
受
け
た
と
き
。

一



四

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
と
き
。

五

本
人
か
ら
願
出
が
あ
つ
た
と
き
。

六

第
二
号
か
ら
前
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
号
に
掲
げ
る
事
由
に
準
ず
る
事
由

法
第
六
十
八
条
第
二
項
の
最
高
裁
判
所
の
定
め
る
事
由
は
、
品
位
を
辱
め
る
行
状
、
修
習
の
態
度
の
著
し
い
不
良
そ
の

他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
事
由
と
す
る
。

第
十
八
条

修
習
の
停
止
の
期
間
は
、
一
日
以
上
二
十
日
以
下
と
す
る
。

修
習
の
停
止
を
命
じ
ら
れ
た
司
法
修
習
生
は
、
司
法
修
習
生
と
し
て
の
身
分
を
保
有
す
る
が
、
修
習
を
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
司
法
修
習
生
は
、
修
習
の
停
止
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
期
間
中
法
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
の
修
習
給
付
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
十
九
条
中
「
前
二
条
の
各
号
に
当
る
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
又
は
同
条
第
二
項
の
」
に
改
め
る
。

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
二
十
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
司
法
修
習
生
の
罷
免
等
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
最
高
裁
判
所
が
定
め

る
。

二



（
司
法
修
習
生
の
修
習
資
金
の
貸
与
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

司
法
修
習
生
の
修
習
資
金
の
貸
与
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
一
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

司
法
修
習
生
の
修
習
専
念
資
金
の
貸
与
等
に
関
す
る
規
則

第
一
条
第
一
項
中
「
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
六
十
七
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
見
出
し
を
「
（
修
習
専
念
資
金
の
貸
与
の
方
法
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
修
習
資
金
」
を
「
修
習
専
念

資
金
」
に
、
「
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
六
十
七
条
の
三
第
一
項
」
に
、
「
修
習
期
間
」
を
「
通
常
修
習
期
間
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
修
習
資
金
」
を
「
修
習
専
念
資
金
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
見
出
し
を
「
（
修
習
専
念
資
金
の
額
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
修
習
資
金
」
を
「
修
習
専
念
資
金
」
に

、
「
二
十
三
万
円
」
を
「
十
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
修
習
資
金
」
を
「
修
習
専
念
資
金

」
に
、
「
に
掲
げ
る
」
を
「
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
」
に
、
「
当
該
各
号
に
定
め
る
額
」
を
「
十
二
万
五
千
円
」
に
改
め

、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三



一

配
偶
者
（
届
出
を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
）
が
あ
る
場
合

二

満
二
十
二
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
が
あ
る
場
合

三

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
扶
養

親
族
（
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
配
偶
者
及
び
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
子
を
除
く
。
）
が
あ
る
場
合

第
三
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
項
」
に
、
「
修
習
資
金
」
を
「
修
習
専
念
資
金
」
に
改
め

、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
前
三
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第

六
項
中
「
か
ら
第
四
項
ま
で
」
を
「
及
び
第
三
項
」
に
、
「
修
習
資
金
」
を
「
修
習
専
念
資
金
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

五
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
各
号
（
第
一
号
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
「
修
習
資
金
」
を
「
修
習
専
念
資
金
」
に
、
「
当

該
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
」
を
「
同
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
に
も
」
に
改
め
、
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
項
を
同
条

第
六
項
と
す
る
。

第
四
条
中
「
修
習
資
金
」
を
「
修
習
専
念
資
金
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
見
出
し
を
「
（
修
習
専
念
資
金
の
貸
与
の
終
了
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
修
習
資
金
」
を
「
修
習
専
念
資
金
」

に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
六
十
八
条
」
を
「
第
六
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
に
改
め
る
。

四



第
七
条
の
見
出
し
を
「
（
修
習
専
念
資
金
の
返
還
の
期
限
等
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
修
習
資
金
」
を
「
修
習
専
念
資
金

」
に
、
「
修
習
期
間
」
を
「
通
常
修
習
期
間
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
二
の
見
出
し
を
「
（
法
第
六
十
七
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
最
高
裁
判
所
の
定
め
る
事
由
）
」
に
改
め
、
同

条
中
「
第
六
十
七
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
六
十
七
条
の
三
第
三
項
」
に
、
「
修
習
資
金
」
を
「
修
習
専
念
資
金
」
に
改
め

る
。第

八
条
中
「
修
習
資
金
」
を
「
修
習
専
念
資
金
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
修
習
資
金
」
を
「
修
習
専
念
資
金
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
修
習
資
金
」
を
「
修
習
専
念
資
金

」
に
、
「
前
項
に
」
を
「
同
項
に
」
に
改
め
る
。

第
十
条
中
「
修
習
資
金
」
を
「
修
習
専
念
資
金
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
見
出
し
を
「
（
修
習
専
念
資
金
の
貸
与
及
び
返
還
に
関
す
る
書
面
の
提
出
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
修
習
資

金
」
を
「
修
習
専
念
資
金
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
中
「
修
習
資
金
」
を
「
修
習
専
念
資
金
」
に
改
め
る
。

附

則

五



（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
司
法
修
習
生
に
関
す
る
規
則
第
四
章
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
後
に
採
用
さ
れ
た

司
法
修
習
生
に
つ
い
て
適
用
し
、
こ
の
規
則
の
施
行
前
に
採
用
さ
れ
た
司
法
修
習
生
の
罷
免
等
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

３

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
司
法
修
習
生
の
修
習
専
念
資
金
の
貸
与
等
に
関
す
る
規
則
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施

行
後
に
採
用
さ
れ
た
司
法
修
習
生
に
つ
い
て
適
用
し
、
こ
の
規
則
の
施
行
前
に
採
用
さ
れ
た
司
法
修
習
生
の
修
習
資
金
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

六



理

由

裁
判
所
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
二
十
三
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
最
高
裁
判
所
の
定
め
る
事
由

を
定
め
る
等
の
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
規
則
を
制
定
す
る
理
由
で
あ
る
。


